
北星館便り 第 124 号（2026 年 2 月） 

【連絡事項】 

・長与町武道館のスマートロック導入に伴う道場運営の変更ついて 

2026/3/9(月)から長与武道館の鍵の開け閉めが利用者のスマートフォンを使うスマートロックに変

わります。北星館では 3/14(土)からの利用となります。このため、注意点がいくつかあります。 

 ・スマートフォンアプリによる開け閉めをする係を複数人にお願いする予定です。 

スマフォへのアプリインストール等も必要です。ご協力ください。 

・開錠時間が 10分前になります（以前は 15分前とお伝えしていました） 

 例えば、10:00稽古開始ならば、9:50からしか道場にははいれません。 

・退館時間が終了時間の 10分後までとなります（以前より余裕が少ないです） 

 例えば、13:00稽古終了ならば、13:10までとなります。 

 

  ※その他にも細かな点がありますので、会員の皆さんにお知らせしていきます。 

2月下旬に道場で説明会を開く予定ですので、参加をよろしくお願いいたします。 

 

会員投稿 

 長与町のスマートロック説明会に行ってきましたが、多くの団体が参加していました。 

 長与町側からのひと通りの説明の後、質疑応答に入ると、各団体からの質問が飛び交いました。 

 これで、スマートロック導入に伴う各施設が抱える問題を知ることとなりました。 

 今後、長与町側も運営上の問題に対応していくこととは思いますが、うまく連携していく必要がある

ので、うまくやっていきたいですね。 

 さて、デジタル化が進んでいくことで利便性が向上するというメリットもありますが、杓子定規的な

運営にならないかと心配するところです。これまで、何回かトラブルもありましたが、アナログ的な運

用でカバーしてきたことも多かったです。 

武術でいうところ剛柔相済（ごうじゅうそうさい）というところですかね。 

 ネットの記事によれば、「硬い（剛）ものと柔らかい（柔）ものが互いに助け合う（相済）という意

味ですが、力任せの『剛』と、しなやかな『柔』を使い分けたり、融合させたりすることで、より効果

的な技を実現することを指す」そうです。 

「柔よく強を制す、剛よく柔を断つ」という言葉もあります。 

剛柔どちらの方法がよいかは、ケースバイケースですね。それよりも調和し、両方で補完しあうこと

で、よりよい結果が得られるものと考えます。どちらがどうというものではなく、うまく併用していけ

ればいいのでしょう。 

トラブルが起きた場合でも柔軟に受け止め、硬い意志で対処していきたいものです。デジタルとアナ

ログ、どちらが良いとかいうではなく、両方をうまく使うことが大事かと思います。 

 

編集後記 

 2 月は選挙の関係、3 月はスマートロックの関係で長与武道館が使えない日があり、また岩屋中武道

場が行事で使えないこともあり、稽古日が少なくなってしまい、会員の皆様にはご迷惑をおかけしてい

ます。寒い日は、稽古に行くには少し気合をいれないと行けないのですが、稽古日が少なくなるとなん

としても行こうという気になります。 

 皆さんも無理せず、無理のないように稽古に参加していただけるとうれしいです。 

 

 


